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＜病棟連絡事項＞

・緊急連絡網更新しています。各自確認してください。
＜患者様連絡事項＞
・八木田　勝則様～ブロチゾラムＯＤ錠０．２５ｍｇ「サワイ」 1 錠 　不眠時　10回分　
・田村　真紀子様～レボトミン錠２５ｍｇ 1 錠 　不眠時　10回分
・高橋　登様　　～アズノール軟膏０．０３３％　２０ｇ／本 1 本  

 　　　　　　　　　1日1～3回患部に塗布　臀部
・沢田　秋子様　～ロコイド軟膏０．１％　５ｇ／本 3 本 [全身] 患部に塗布

・成田　富士子様～2020/10/17（土）～2020/11/13（金）まで毎日[簡易血糖測定]
3回(08:00, 12:00, 18:00)

＜SST評価検討＞

・特記ありません。
＜馬渡Dr退院支援委員会＞

・西川　和恵様～家族は施設を希望。のぞみ園、妙光園、いちい寮、東幸園へまず話し聞きに行くとの事。
・阿部　文香様～施設入所の方向。9/18(火)に障害者支援施設　東幸園の見学を実施している。見学時に既に満床であり待機者は居ない状態。
・下村　光子様～今後の方針を検討するため、本人、ご家族、関係機関での面談を調整中。
・森　ヒデ様～退院先については生保対応の有料老人ホームの申し込みを進めていくこととなる。ケアマネ施設申し込み中。

・佐々木康子様～家族は施設入所を希望しているが、施設見学などは進んでいない状況。
・神田　直樹様～家族や本人も施設入所の方針。入所可能な施設がない状況。
・八木田勝則様～家族、本人共に自宅退院の希望があり、外出訓練を行っている。
　　　　　　　　問題行動などが予測され、施設入所も含め検討中。
・大久保　恵様～症状が軽快・安定次第に自宅退院の方針。
・三浦　常雄様～施設申し込み中。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高橋　登様　　～昨日は、事はホールにて各食全量摂取。嘔気・嘔吐やバイタルサイン
　の異常はない。車椅子自操するも危険行為はない。


　車椅子からずり落ちるような体勢になっている事あり数回介入してい　　

たとの事。尾骨部に表皮剥離があり、アズノール塗布の指示あり。

全身状態の観察を含め、転倒転落に注意し、必要な日常生活面を援助していく。

・中村　真理子様～昨日、日課は問題なく取り組まれている。視力低下について訴えてくる事ある。「胃もたれがある為夕食を食べずお菓子を食べたいと訴える様子が準夜ではあったとの事。夜間の睡眠は確保出来ているが、朝に腰痛の訴えあり湿布貼付している。やや焦燥感がある様子で話しかけの多さや確認が多い印象がある。引き続き精神病症状の観察と日常生活行動の観察を行い、安定した状態で治療に取り組める様援助する。
